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変遷について (1)・......... ー 降旗武彦
戦前の日本製造工業の






















1958年の秋，スコットラン fのアパ ティ ンえberdeen でおこなわれた， ある蔵
舎の競売で，講義を筆録した古いノートが21問あらわれ， ロージアン教授 JohnM 
Lothianという人がそれらを購入した。教授があとで調べた結果わかったことは，それ
らがいずれも， /タム・スミスのおよ二なった講義を古きとどめにものであるという ζ と
であった。そのひとつは「法律学」の講義のノートであり， 5刊の分間}のうち宅第 1ilf 
が欠汁ているものであった。きらに刻明に調査すると，このノートは，以前にキャナン
Edwin Cannanが公判して，スミスの若いころの思想の内容を知るために大き〈民献L
たとこ、ろの，いわゆるスミスの『講義案，，~ (Lectures on "削 tice，police， revelme 訓 d
armes etc邦沢『グラスゴウ大学講義』昭不，122年〕と同じ年の講義り， 他の学生の子
になるノ 1であることがわかった。そしてあたらしいこのノ トの方が w講説案』
よりも円蒋がずっとゆたかであるというから，この文献の公刊は，われわれの大きな期
待をよびおこす。ところで，いまひとつのノ トは 2分間に製本されていて，その背に
『スミス博ょの修辞学講義ノート~ Ntοtes of Dr. S'ilith's Rhetorick Lectures と友氾


















スミスは，グラスコ会ウ大学の教壇に-¥/ったときにも，公開講義と同 J テ マ白講義を
つづいておこなったようである。つまり， 七にのべたように 3 こζ にとり上げるのは，
1762年から63年にかけての，道徳哲三r.:j溝引の担当者としてのスミスの講義の内容である
のである。
このノ iは，発見者で現在の所蔵者である，アパ ディ ン大学のキングス・カレ
ッジ白ロ ジアン氏が編集G， 解説をつ日て， 公刊された。~修辞学および文学論講
義JILectures on Rhetoric and seu，白 Lettres，Delivered in the University of Glasgow 
by Adam Smith， Reported by a Student in 1762-63， Edited with an lntroduction and 
Notes by John M. Lothian， Thomas Nelson and Sons， 1963， XI， pp. 205がこれである。
『修辞学』といえば，ひどく現代ばなれをした学問で，近代とは無濠なものの占うに
思える。しかしこれはヲヨ ロッパの古典的な教養科目のひとつにぞくするのであった。



















が:\!~':かにされたかたちで IT')Æ徳感情論』の第 3 版 (1761) にたいする附録として印刷
きれたりである。それには「言語の最初の形成と本来語と複合語とのいろいろな特質に
ついての考察JConsiderations concerning the五回tformation of languag田， and the 
di旺erentgenius of original and compounded languages と題されており，そのうち，













が，ブレ アの上記の 2迭の著述は，そののち前年もの長いあいだ，版を重ね3 イギリ
66 (66) 第 1田哲描l号
ス，アメリカ，カナタにおいて，修辞芋の参考#として用いられていたといわれるから，











編集者のウェッターバ ン Wedderburn をはじめロバ トソン Robertson，上記のプ



























中の自愛心 self-Ioveと結びついている白然な傾向 dispositionまたは propellsltyとの











ひとつは単純で卒直な simpleand plainな性格， 1也は感覚にすく守れていて想像力もゆ
たかであり，往々にして育ちがよく礼儀作訟をわきまえているような人物 gr8ces，Cl-














しい章句はもっとも単純な文章であるとみとめられるJ とか語るかれば simple and 
plain style を文章道の模範として推賞するのである。
きて，スミスが当時の文筆家のなかでどういう人主 M派な主人と呼んだかというとヲ
まずかれはスウィフト JonathanSwiftをあげるのである。スウィフトは plainstyle 







れはたとえばミル}ン Milton 中シャフツベリ Shafle!SLury の文章である。いま ι
cD2人の大思想家のうち， シヤフツヘリの空章についてのスミスの評価をのべると，













ルジョアジー，国民の大多数をなすというところの「労働貧民Jthe labouring p帥 rた
ちの語り，書〈ところのことば Eあり，士章でt，ったにもがし、ないのである。上流附級
の人々りかく立体をも立派とみとめるに害さかではないが，にも拘らず，中流およひ下守
アダム スミスの『悼辞学および文学論』講義 (69) 69 








あり，第21ま説論文 didacticcompositionであり，第3は説得文 rhetoricalcomposition 























ural conception にぴったり 致していることが必要である。このことは少し複雑であ































アダム スミスの r惇辞学および文学論』講義 (71) 71 
するであろう。わた〈しはこの問題を Dil:徳感情論』におけるスミスの主張とかかわら
せてj 考えてみようと思うのである。




































































批判Lながらp 文章の自然秩序と Lて simpleand plain styleを推賞する立場をとった。
第2に，文章はこれをふかく究めようとすると， コケでは人間の性格から，他方では社
会的地盤から3 それを考察せねばならぬとした。第3に，スミスは旺盛な歴史意識をは
たらかせて， ζの種の研究にもしたがった。一一これを結論として申しのべておこう。
E終〕
